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はじめに

このマニュアルでは、Sun JavaTM Enterprise System 5 (Java ES)の新しい監視機能につい
て説明します。監視は Sun Java System Monitoring Framework 2.0および Sun Java System
Monitoring Console 1.0によって実装されます。

このガイドで説明する手順では、インストールした各コンポーネントに対して
Monitoring Frameworkを設定および有効化する方法と、すべての監視対象データを
Monitoring Consoleで表示する方法を示します。このガイドでは、フレームワークに
含まれない個別コンポーネントのログファイルやその他の監視機構については説明
しません。

対象読者
このガイドは、次の対象読者向けに記述されています。

■ Java ES配備の保守計画を設計する必要があるソフトウェアアーキテクト。
■ Java ESのインストールおよび設定を実行するシステム管理者。
■ Java ES配備を監視および保守するシステム管理者および技術者。

このマニュアルをお読みになる前に
次の節で説明する Java ESマニュアルセットのドキュメントの内容を理解しておくこ
とをお勧めします。また、監視する Java ESコンポーネントの設計および機能につい
ても理解しておくことをお勧めします。

さらに、監視コンポーネントをインストールおよび設定する場合は、まず、その他
すべてのコンポーネントのインストールを完了する必要があります。インストール
または設定を実行する前に、『Sun Java Enterprise System 5リリースノート (UNIX
版)』を参照することをお勧めします。
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Java ESドキュメントセット
Java ESドキュメントセットには、配備計画およびシステムインストールに関する情
報が記載されています。システムマニュアルのURLは
http://docs.sun.com/coll/1286.2です。Java ESの概要を理解するため、次の表に紹
介されているマニュアルを、記載されている順番に参照してください。

表 P–1 Java Enterprise Systemのマニュアル

マニュアルタイトル 内容

『Sun Java Enterprise System 5リ
リースノート (UNIX版)』

『Sun Java Enterprise System 5リ
リースノート (Windows版)』

既知の問題など、Java ESに関する最新の情報が記載されてい
ます。さらに、各コンポーネントのリリースノートがRelease
Notes Collection (http://docs.sun.com/coll/1315.2)にリストさ
れています。

『Sun Java Enterprise System 5技術
の概要』

Java ESの技術的および概念的な基礎について説明します。コ
ンポーネント、アーキテクチャー、プロセス、および機能に
ついて説明しています。

『Sun Java Enterprise System
Deployment Planning Guide』

Java ESに基づく企業配備ソリューションの計画および設計に
関する情報を提供します。配備の計画および設計に関する基
本的概念と原則を示し、ソリューションのライフサイクルに
ついて説明し、Java ESに基づくソリューションを計画する際
に使用する高度な例と戦略を提供します。

『Sun Java Enterprise System 5イン
ストール計画ガイド』

Java ESの配備に関し、ハードウェア、オペレーティングシス
テム、およびネットワーク面の実装仕様の開発に役立つ情報
を提供します。インストールおよび設定計画を遂行する上で
注意すべきコンポーネントの依存関係などの問題について説
明します。

『Sun Java Enterprise System 5イン
ストールガイド (UNIX版)』

『Sun Java Enterprise System 5イン
ストールガイド (Windows版)』

Java ESのインストールプロセスを段階的に説明します。ま
た、インストール後にコンポーネントを設定する方法、およ
び設定したコンポーネントが正常に機能するかどうかを確認
する方法についても説明します。

『Sun Java Enterprise System 5イン
ストールリファレンス (UNIX
版)』

設定パラメータについての補足情報と、設定の計画時に使用
するワークシートを提供します。また、Solarisオペレーティン
グシステムまたは Linuxオペレーティング環境でのデフォルト
ディレクトリやポート番号などの参照情報を示します。

『Sun Java Enterprise System 5
アップグレードガイド (UNIX
版)』

『Sun Java Enterprise System 5
Upgrade Guide for Microsoft
Windows』

以前にインストールしたバージョンから Java ES 5にアップグ
レードする手順を示します。

はじめに
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表 P–1 Java Enterprise Systemのマニュアル (続き)
マニュアルタイトル 内容

『Sun Java Enterprise System 5監視
ガイド (UNIX版)』

各製品コンポーネントに対してMonitoring Frameworkを設定す
る手順と、Monitoring Consoleを使用してリアルタイムデータ
を参照したり、監視ルールを作成したりする方法を示しま
す。

『Sun Java Enterprise System用語
集』

Java ESドキュメントで使用される用語について説明します。

デフォルトのパスとファイル名
次の表は、監視機能を実装する Java ESコンポーネントのデフォルトのパスおよび
ファイル名についての説明です。

表P–2 デフォルトのパスとファイル名

プレースホルダ 説明 デフォルト値

mfwk-base Monitoring Frameworkの共有コンポー
ネントが自動的にインストールされ
るディレクトリを表します。このパ
スは、設定ディレクトリの一部とし
ても使用されます。

Solarisシステム: /opt/SUNWmfwk

Linuxシステム: /opt/sun/mfwk

MConsole-base Monitoring Consoleに対して選択され
たインストールディレクトリを表し
ます。

Solarisシステム: /opt/SUNWjesmc

Linuxシステム: /opt/sun/jesmc

WebConsole-base Webコンソールの共有コンポーネン
トが自動的にインストールされる
ディレクトリを表します。

Solarisシステム:
/etc/webconsole/console

Linuxシステム:
/etc/opt/webconsole/console

AccessMgr-base Sun Java System Access Managerに対し
て選択されたインストールディレク
トリを表します。

Solarisシステム: /opt/SUNWam

Linuxシステム: /opt/sun/identity

AppServer-base Sun Java System Application Serverに対
して選択されたインストールディレ
クトリを表します。

Solarisシステム:
/opt/SUNWappserver/appserver

Linuxシステム: /opt/sun/appserver

CalServ-base Sun Java System Calendar Serverに対し
て選択されたインストールディレク
トリを表します。

Solarisシステム: /opt/SUNWics5

Linuxシステム: /opt/sun/calendar

はじめに
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表 P–2 デフォルトのパスとファイル名 (続き)
プレースホルダ 説明 デフォルト値

DirServ-base Sun Java System Directory Serverに対し
て選択されたインストールディレク
トリを表します。

Solarisシステム: /opt/SUNWdsee/ds6

Linuxシステム: /opt/sun/ds6

IM-base Sun Java System Instant Messagingに対
して選択されたインストールディレ
クトリを表します。

Solarisシステム: /opt/SUNWiim

Linuxシステム: /opt/sun/im

MsgServ-base Sun Java System Messaging Serverに対し
て選択されたインストールディレク
トリを表します。

Solarisシステム: /opt/SUNWmsgsr

Linuxシステム: /opt/sun/messaging

Portal-base Sun Java System Portal Serverに対して選
択されたインストールディレクトリ
を表します。

Solarisシステム: /opt/SUNWportal

Linuxシステム: /opt/sun/portal

WebServer-base Sun Java System Web Serverに対して選
択されたインストールディレクトリ
を表します。

Solarisシステム: /opt/SUNWwbsvr7

Linuxシステム: /opt/sun/webserver

表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用し
ます。

表P–3 表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレクトリ
名、画面上のコンピュータ出力、コード例
を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -aを使用してすべてのファイ
ルを表示します。

machine_name% you have mail.

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上のコン
ピュータ出力と区別して示します。

machine_name% su

Password:

aabbcc123 変数を示します。実際に使用する特定の名
前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm

filenameと入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャー・ユー
ザーズガイド』を参照してくだ
さい。

はじめに
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表 P–3 表記上の規則 (続き)
字体または記号 意味 例

「」 参照する章、節、ボタンやメニュー名、強
調する単語を示します。

第 5章「衝突の回避」を参照し
てください。

この操作ができるのは、「スー
パーユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキストがペー
ジ行幅を超える場合に、継続を示します。 sun% grep ‘^#define \

XV_VERSION_STRING’

コード例は次のように表示されます。

■ Cシェル

machine_name% command y|n [filename]

■ Cシェルのスーパーユーザー

machine_name# command y|n [filename]

■ BourneシェルおよびKornシェル

$ command y|n [filename]

■ BourneシェルおよびKornシェルのスーパーユーザー

# command y|n [filename]

[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示し
ています。

|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを
指定します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押しま
す)。ただし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは
Controlキーを押したまま Dキーを押すことを意味します。

はじめに
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コマンド例のシェルプロンプト
次の表は、デフォルトのシステムプロンプトとスーパーユーザープロンプトを示し
ています。

表P–4 シェルプロンプト

シェル プロンプト

UNIXおよび LinuxシステムのCシェル machine_name%

UNIXおよび LinuxシステムのCシェルのスーパーユーザー machine_name#

UNIXおよび Linuxシステムの BourneシェルおよびKornシェル $

UNIXおよび Linuxシステムの BourneシェルおよびKornシェルのスー
パーユーザー

#

Microsoft Windowsのコマンド行 C:\

記号の規則
次の表は、この用語集で使用される記号の一覧です。

表P–5 記号の規則

記号 説明 例 意味

[ ] 省略可能な引数やコマン
ドオプションが含まれま
す。

ls [-l] -lオプションは必須ではありま
せん。

{ | } 必須のコマンドオプ
ションの選択肢を囲みま
す。

-d {y|n} -dオプションには y引数か n引数
のいずれかを使用する必要があ
ります。

${ } 変数参照を示します。 ${com.sun.javaRoot} com.sun.javaRoot変数の値を参照
します。

- 同時に押すキーを示しま
す。

Control-A Controlキーを押しながらAキー
を押します。

+ 順番に押すキーを示しま
す。

Ctrl+A+N Controlキーを押してから放し、
それに続くキーを押します。

→ グラフィカルユーザーイ
ンタフェースでのメ
ニュー項目の選択順序を
示します。

「ファイル」→「新規」
→「テンプレート」

「ファイル」メニューから「新
規」を選択します。「新規」サ
ブメニューから「テンプレー
ト」を選択します。

はじめに
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マニュアル、サポート、およびトレーニング

Sunのサービス URL 内容

マニュアル http://jp.sun.com/documentation/ PDF文書およびHTML文書を
ダウンロードできます。

サポートおよび
トレーニング

http://jp.sun.com/supportraining/ 技術サポート、パッチのダウ
ンロード、および Sunのト
レーニングコース情報を提供
します。

はじめに
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Java ESの監視機能の概要

このガイドでは、Sun JavaTM Enterprise System (Java ES)のMonitoring Framework 2.0およ
びMonitoring Console 1.0コンポーネントについて説明します。これらのコンポーネ
ントは連携して、リリース 5で導入された新しい監視機能を実装します。

このガイドで説明する手順では、インストールした各コンポーネントに対して
Monitoring Frameworkを有効化する方法と、すべての監視対象データをMonitoring
Consoleで表示する方法を示します。このガイドでは、個別のコンポーネントがフ
レームワークの外部で実装するログファイル、エラーメッセージ、およびその他の
監視機構については説明しません。Monitoring FrameworkとMonitoring Consoleのど
ちらも、監視対象コンポーネントの管理機能は提供しません。コンポーネントの管
理については、各製品の個別のマニュアルを参照してください。

この章では、監視の基本的な概念およびMonitoring Frameworkのアーキテクチャー
について説明します。

この章の内容は次のとおりです。

■ 15ページの「Monitoring FrameworkおよびMonitoring Consoleコンポーネント」
■ 16ページの「Java ESの監視のしくみ」
■ 20ページの「推奨するインストール順序」

Monitoring FrameworkおよびMonitoring Consoleコンポー
ネント

Sun Java System Monitoring Frameworkは、コンポーネントをインストゥルメントした
り、コンポーネントの属性を監視対象として公開したりするためのインフラストラ
クチャーを提供します。業界標準のCIM (Common Information Model)仕様に基づい
て、Common Monitoring Model (CMM)と呼ばれる監視対象オブジェクトの階層が定義
されます。各製品コンポーネントは、そのコンポーネントの監視可能な属性を表す
オブジェクトを公開します。ノードエージェントは、1つのホスト上の複数コンポー

1第 1 章
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ネントのビューを集約します。Monitoring Frameworkは、運用統計を収集したり、
ユーザー定義のしきい値に基づくアラームを定義したりするための機構も提供しま
す。

Sun Java System Monitoring Consoleは、Java ESコンポーネントを監視するためのグラ
フィカルインタフェースです。Monitoring Consoleには、Java ES配備内のすべての
ノードエージェントに接続するマスターエージェントが含まれます。Monitoring
Consoleは Sun Java System Webコンソールに依存するWebベースのアプリケーション
であり、HTTP経由であらゆる場所からのアクセスが可能です。Monitoring Console
のメイン画面には、生成されたアラームなど、すべての有効化されたコンポーネン
トのステータスの要約が表示されます。この画面から、各コンポーネント内の監視
対象オブジェクトの階層にアクセスしたり、すべての監視対象属性の詳細なステー
タスやリアルタイムの値を確認したりできます。Monitoring Consoleのインタフェー
スでは、任意のアラームの詳細を表示して確認したり、任意の属性に基づいて新し
い監視ルールを作成したりできます。

Java ESの監視のしくみ
監視とは、実行時データを収集して公開し、サービス基準の品質を計測することに
より、システム管理者がパフォーマンスを評価したり、アラームの通知を受けたり
できるようにするプロセス全般のことです。実行時の運用中、管理者はパフォーマ
ンス統計の表示、自動監視のためのルールの作成、アラームの確認などの作業を、
すべてMonitoring Consoleとの対話操作により実行することができます。ただし、
Monitoring Frameworkのアーキテクチャーや、Monitoring FrameworkがMonitoring
Consoleに接続するしくみを理解しておくと、設定、トラブルシューティング、およ
び高度な監視を実行する際に役立ちます。

Java ESでの監視は、次の概念に基づいて行われます。

■ Common Monitoring Model (CMM)は、比較可能な属性に関して、すべての Java ES
コンポーネントが同じオブジェクトや値を公開することを保証します。

■ CMMインタフェースによって定義される Javaオブジェクトは、製品コンポーネ
ントの標準化されたインストゥルメンテーションを提供します。

■ ノードエージェントは、システムにインストールされたすべてのコンポーネント
のすべての監視対象オブジェクトを公開し、それらのオブジェクトの統計、ルー
ル、およびアラームを管理します。

■ 独立したホスト上のマスターエージェントは、すべてのノードエージェントが管
理するすべての監視対象オブジェクトを集約し、Monitoring Consoleにデータを提
供します。

次の節では、監視アーキテクチャーのこれらの各概念についてさらに詳しく説明し
ます。

Java ESの監視のしくみ
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Common Monitoring Model (CMM)
標準化された監視機構の基本は、監視されるオブジェクトを定義し、すべての監視
対象コンポーネントを横断してこれらのオブジェクトを採用することです。監視
アーキテクチャーではこの目的のために、Common Monitoring Model (CMM)を定義
しています。CMMは、Distributed Management Task Force (DMTF)が管理する
Common Information Model (CIM)の拡張です。CMMは、コンピュータやアプリケー
ションなどの監視対象オブジェクトの仕様を定める情報モデルであると同時に、運
用ステータス値などの統一された値の仕様を定めるデータモデルでもあります。
CMMでは情報モデルの一部として、オブジェクトの属性も定義します。これには、
サービスによって処理される要求の数や、あるサービスは特定のコンピュータ上で
ホストされる、といったオブジェクト間の関係などがあります。

CMMにより、配下の実装が異なる場合も含めて、アプリケーション、サービス、ア
クセスポイントなどの概念がすべての製品コンポーネント間で共通化されます。た
とえば、Web ServerはHTTP要求を処理するサービスを公開し、Directory Serverは
LDAP要求を処理するサービスを公開します。CMMで定義される標準オブジェクト
は、これら 2つの機能に共通する要素 (処理される要求数を計測する能力、特定の期
間中に要求に応答する平均時間など)を捕捉します。

また、値の意味がシステム全体を通して一貫するように、特定のデータ値が標準化
されます。たとえば、監視対象の製品コンポーネントに関係なく、DEGRADEDという
運用ステータスは常に、「サービスはまだ利用できるがパフォーマンスが著しく低
下している」ことを意味します。

CMM仕様は、インストゥルメンテーションに使用される Javaのインタフェースおよ
びクラスに組み込まれています。これらのインタフェースやクラスについては付
録Aで説明しています。

CMMインストゥルメンテーション
Monitoring Frameworkで、インストゥルメンテーションとは、CMM定義を実装する
Javaのインタフェースおよびクラスの集合のことです。Java ESの新しい監視機能の
ために、製品コンポーネントのコードがインストゥルメントされています。その目
的は、CMMオブジェクトをインスタンス化し、監視対象オブジェクトの属性を通し
て実行時の値を公開できるようにすることです。各コンポーネントによって実装さ
れるCMMオブジェクトは、監視可能な要素を決定します。またこの理由のため、
一部のコンポーネントはほかのコンポーネントよりも公開する属性が少なくなりま
す。付録 Bでは、各製品コンポーネントによって監視対象として公開されるオブ
ジェクトおよび属性の一覧を示しています。

Java ESの監視のしくみ
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ノードエージェント
監視に関する用語で、ノードとは、一意な完全指定ドメイン名または IPアドレスに
よって識別される、単一の論理ホストのことです。システム全体、または仮想シス
テムとして構成されたSolarisゾーンのどちらかがノードとして機能できます。ノー
ドエージェントは、配備先ホスト上のすべてのインストゥルメント済みコンポーネ
ントと通信し、それらのコンポーネントの監視対象オブジェクトをすべて公開しま
す。またノードエージェントは、エージェントに含まれる監視対象オブジェクトに
関して、パフォーマンス統計を収集したり、ルールで定義されたしきい値を監視し
たり、アラームを生成したりするためのすべてのロジックを管理します。

次の図は、1つのホスト上のノードエージェントの内容を表しています。このホスト
には、3つの Java ES製品コンポーネントのインスタンスが存在します。またこの図
では、製品コンポーネントによって提供される値を公開するために、ノードエー
ジェント内でインストゥルメンテーションがインスタンス化されるしくみも示して
います。

ノードエージェントは、それ自体が Java仮想マシンである共通エージェントコンテ
ナにロードされるモジュールとして実装されます。ノードエージェントの実装は、
監視およびリモート管理のための標準 Java拡張機能である Java Management
Extensions (JMX)に基づいています。CMMを認識するすべての JMX対応監視アプリ

図 1–1 ノードエージェントの図

Java ESの監視のしくみ
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ケーションが、ノードエージェント内の監視対象オブジェクトにアクセスできま
す。ノードエージェントは JMXの機能を利用して、特定の監視対象オブジェクトを
Simple Network Monitoring Protocol (SNMP)経由で公開することもできます。

マスターエージェント
マスターエージェントは、Monitoring Consoleインストールの一部として独立したマ
シン上に配備されます。マスターエージェントには、すべてのノードエージェント
内の監視対象オブジェクトを集約できるように、すべてのノードの名前またはアド
レスが設定されます。マスターエージェントも JMXに基づいています。マスター
エージェントは JMXを利用してノードエージェントと通信し、そのローカル共通
エージェントコンテナにロードされます。

次の図は、2つのノードに接続されたマスターエージェントを表します。Monitoring
Consoleはマスターエージェントに接続して、各ノード上の 3つのコンポーネントを
監視します。マスターエージェントは SNMP属性を集約しないため、監視のために
SNMPを使用する場合、各ノードに個別に接続する必要があります。マスターエー
ジェントはMonitoring Consoleのみとの組み合わせで使用することを前提に設計され
ており、ほかの監視アプリケーションからのアクセスはできません。

図 1–2 監視アーキテクチャー全体の図

Java ESの監視のしくみ
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推奨するインストール順序
Java ESの監視機能を評価または配備する場合、次の順序でインストールを実行する
のが最も簡単な方法です。

1. 『Sun Java Enterprise System 5インストールガイド (UNIX版)』の推奨事項および手
順説明に従って、すべてのコンポーネントを配備環境にインストールし、設定し
ます。

2. 第 2章の説明に従って、すべての監視対象コンポーネントに対してMonitoring
Frameworkを有効化および設定します。

3. 第 3章の説明に従って、独立したホスト上にMonitoring Consoleをインストール
し、マスターエージェントを起動してからWebサーバーを起動します。これで、
すべての監視対象コンポーネントがMonitoring Consoleから認識可能になり、ア
クティブに監視されるようになるはずです。

注 –このリリースでのノードエージェントおよびマスターエージェントの非互換性が
原因で、Monitoring Consoleは、ほかの Java ESコンポーネントが存在しないホストに
インストールする必要があります。詳細は、64ページの「Monitoring Consoleのトラ
ブルシューティング」を参照してください。

監視を有効化したあとで配備済みコンポーネントを変更するときは常に、29ページ
の「Monitoring Frameworkのトラブルシューティング」の説明に従って、マスター
エージェントのコンテナとMonitoring ConsoleのWebサーバーを再起動する必要があ
ります。

推奨するインストール順序
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Monitoring Frameworkの有効化と設定

16ページの「Java ESの監視のしくみ」で説明したように、Monitoring Framework
は、すべての監視対象コンポーネントに必要なインストゥルメンテーションおよび
ノードエージェントを提供します。したがってMonitoring Frameworkは、Java
Enterprise Systemインストーラを使用して監視対象コンポーネントをインストールす
るたびに自動的にインストールされる共有コンポーネントです。

ただし、監視対象コンポーネントの多くはデフォルトで監視が有効ではなく、一部
のコンポーネントについては、追加の設定を行わないとノードエージェントに表示
されません。インストールした個々の製品コンポーネントについて、この章で説明
する手順を実行してください。

注 –この章で説明する手順を実行する前に、特定のホスト上で実行する予定のすべて
の製品コンポーネントをインストールおよび設定することをお勧めします。インス
トールまたは設定を実行する前に、『Sun Java Enterprise System 5リリースノート
(UNIX版)』を参照することをお勧めします。

これらの手順では、通常は必要でないためまだドキュメント化されていない
mfwksetupコマンドを使用します。

この章の内容は次のとおりです。

■ 22ページの「インストール済みディレクトリのレイアウト」
■ 23ページの「Access ManagerでのMonitoring Frameworkの使用」
■ 24ページの「Application ServerでのMonitoring Frameworkの使用」
■ 25ページの「Calendar ServerでのMonitoring Frameworkの使用」
■ 25ページの「Directory ServerでのMonitoring Frameworkの使用」
■ 26ページの「Instant MessagingでのMonitoring Frameworkの使用」
■ 26ページの「Messaging ServerでのMonitoring Frameworkの使用」
■ 27ページの「Portal ServerでのMonitoring Frameworkの使用」
■ 27ページの「Web ServerでのMonitoring Frameworkの使用」
■ 28ページの「共通エージェントコンテナの設定」
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■ 29ページの「Monitoring Frameworkのトラブルシューティング」
■ 30ページの「mfwkadmコマンド」

インストール済みディレクトリのレイアウト
共有コンポーネントであるMonitoring Frameworkは、必要になるたびに自動的にイ
ンストールされます。各オペレーティングシステムでインストールされるパッケー
ジの名前については、『Sun Java Enterprise System 5インストールリファレンス (UNIX
版)』の第 5章「インストール可能なパッケージの一覧」を参照してください。次の
表は、Monitoring Frameworkパッケージ内のディレクトリについての説明です。
9ページの「デフォルトのパスとファイル名」で説明するように、デフォルトのイン
ストールディレクトリmfwk-baseには次の意味があります。

■ Solarisシステム: /opt/SUNWmfwk
■ Linuxシステム: /opt/sun/mfwk

表 2–1 Monitoring Frameworkによって使用されるディレクトリ

パス 内容の説明

mfwk-base/config 設定ファイルのテンプレート

Solarisシステム: mfwk-base/lib

Linuxシステム: mfwk-base/share/lib

Javaアーカイブ (.jar)ファイル

Solarisシステム: mfwk-base/lib

Linuxシステム: mfwk-base/share/lib

32 bit実行時ライブラリファイル (.so)

Solaris SPARC®システム: mfwk-base/lib/sparcv9

Solaris x86システム: mfwk-base/amd64

Linuxシステム: mfwk-base/lib64

64ビット実行時ライブラリファイル (.so)

mfwk-base/bin 公開スクリプトと非公開バイナリ

mfwk-base/mib Monitoring Frameworkによってサポートされる
SNMP MIBのテキストバージョン

mfwk-base/xml (mfwksetupコマンドによって配備される)エー
ジェントおよびマスターエージェント用の共通
エージェントコンテナ記述子テンプレート

mfwk-base/dtd OSS/J機能用のDTDファイル

/etc/mfwk-base/config セキュリティー関連を含む設定ファイル

/etc/mfwk-base/xml エージェントおよびサンプル用の共通エー
ジェントコンテナ記述子

インストール済みディレクトリのレイアウト
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表 2–1 Monitoring Frameworkによって使用されるディレクトリ (続き)
パス 内容の説明

/var/mfwk-base/logs Monitoring Frameworkのログファイル

/var/mfwk-base/reports 監視ルールレポートのベースディレクトリ

/var/mfwk-base/alarms アラームファイルのリポジトリ

Access ManagerでのMonitoring Frameworkの使用
Access Managerではデフォルトで監視が有効ですが、制限により、監視対象オブ
ジェクトがMonitoring Consoleに表示されません。

監視可能なオブジェクトおよび属性の一覧については、67ページの「Access
Managerのインストゥルメンテーション」を参照してください。

▼ Access Managerで監視を有効にするには
次のコマンドを使用して、Access Managerで一時的に監視を無効にします。
cacaoadm unregister-module com.sun.cmm.am.xml

cacaoadm restart

編集のために次のAccess Manager XML記述子ファイルを開きます。
vi /etc/AccessMgr-base/config/com.sun.cmm.am.xml

次の内容を含む行を探します。
<param-name>Product Name</param-name>

<param-value>Access Manager</param-value>

2行目を次のように修正します。

<param-value>Java ES Access Manager</param-value>

ファイルを保存し、エディタを終了します。

修正したXMLモジュールを登録します。
mfwk-base/bin/mfwksetup -u /etc/AccessMgr-base/config/com.sun.cmm.am.xml
mfwk-base/bin/mfwksetup -r /etc/AccessMgr-base/config/com.sun.cmm.am.xml

共通エージェントコンテナを再起動します。
cacaoadm restart
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サードパーティー製Webコンテナでの動作が未検証であることが理由で、Access
ManagerをWebSphereまたはWebLogicに配備したとき、監視はデフォルトで無効で
す。58ページの「監視を選択的に無効化および再有効化するには」の説明に従って
監視を有効化できますが、この構成はサポートされていません。

Application ServerでのMonitoring Frameworkの使用
監視可能なオブジェクトおよび属性の一覧については、67ページの「Application
Serverのインストゥルメンテーション」を参照してください。

▼ Application Serverで監視を有効にするには
/var/AppServer-base/domains/domain1/config/domain.xmlファイルを編集し、すべて
の module-monitoring-level設定を OFFから HIGHに変更します。または、次の処理を
行います。

a. https:// hostname:4849で、Application Server管理コンソールにログオンします。

b. 「設定」を選択し、「server-config (Admin Config)」を選択します。

c. 「監視」の値を HIGHに設定します。

d. ほかのすべての値を HIGHに設定します。

次のコマンドで、Application Serverを再起動します。
cd AppServer-base/appserv/bin
asadmin stop-domain domain1

asadmin start-domain user myUser domain1

入力を求められたら、myUserのパスワードを入力します。

Application ServerとともにPortal Serverのインスタンスを配備および監視していた場
合、Application Serverを再起動するプロセスがPortal Serverの監視に干渉します。
Portal ServerインスタンスがMonitoring Consoleに表示されるようにするには、ブラウ
ザでポータルページを表示する必要があります。たとえば、portalserv.example.com

というポータルを監視できるようにするには、ポータルページ
http://portalserv.example.com:8080/portalを読み込みます。

制限により、Application Serverがクラッシュまたは停止したとき、Application Server
の監視対象オブジェクトはMonitoring Frameworkから削除されます。この状況が発
生すると、Application ServerはMonitoring Consoleから表示が消え、監視できなくな
ります。

注意事項

1
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3
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Calendar ServerでのMonitoring Frameworkの使用
監視可能なオブジェクトおよび属性の一覧については、67ページの「Calendar
Serverのインストゥルメンテーション」を参照してください。

▼ Calendar Serverで監視を有効にするには
ics.confファイルを編集します。
vi CalServ-base/cal/config/ics.conf

次の行を追加します。
local.mfagent.enable="yes"

Calendar Server XMLモジュールを登録します。
mfwk-base/bin/mfwksetup -r /opt/SUNWics5/cal/lib/com.sun.cmm.cs.xml

LD_LIBRARY_PATH環境変数を次のように設定します。
LD_LIBRARY_PATH=mfwk-base/lib:$LD_LIBRARY_PATH
export LD_LIBRARY_PATH

Calendar Serverを再起動します。
cd CalServ-base/cal/sbin/
./stop-cal

./start-cal

共通エージェントコンテナを再起動します。
cacaoadm restart

Directory ServerでのMonitoring Frameworkの使用
監視可能なオブジェクトおよび属性の一覧については、68ページの「Directory
Serverのインストゥルメンテーション」を参照してください。

▼ Directory Serverで監視を有効にするには
一時パスワードファイルを作成します。
echo –n password > /tmp/pwd

次のコマンドで、Monitoringプラグインを有効にします。
DirServ-base/ds6/bin/dscfg enable-plugin -e -p 389 -w /tmp/pwd "Monitoring Plugin"
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Directory Serverを再起動します。
cd DirServ-base/ds6/bin
./dsadm restart /var/DirServ-base/DSinstance/

Instant MessagingでのMonitoring Frameworkの使用
監視可能なオブジェクトおよび属性の一覧については、68ページの「Instant
Messagingのインストゥルメンテーション」を参照してください。

▼ Instant Messagingで監視を有効にするには
編集のために次の Instant Messaging XML記述子ファイルを開きます。
vi /etc/IM-base/default/com.sun.cmm.im.xml

「Install Location」を IM-baseから /etc/IM-base/defaultに変更します。

修正した Instant Messaging XML記述子を登録します。
mfwk-base/bin/mfwksetup -r /etc/IM-base/default/com.sun.cmm.im.xml

ファイル IM-base/config/iim.confに次の行を追加することにより、インストゥルメ
ンテーションを有効にします。
iim_server.monitor.enable = true

次のコマンドで、Instant Messagingを再起動します。
cd IM-base/sbin
./imadmin stop

./imadmin start

共通エージェントコンテナを再起動します。
cacaoadm restart

Messaging ServerでのMonitoring Frameworkの使用
監視可能なオブジェクトおよび属性の一覧については、68ページの「Messaging
Serverのインストゥルメンテーション」を参照してください。
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▼ Messaging Serverで監視を有効にするには
次のコマンドで、インストゥルメンテーションを有効にします。
MsgServ-base/sbin/configutil -o local.mfagent.enable -v 1

Messaging Server XMLモジュールを登録します。
mfwk-base/bin/mfwksetup -r MsgServ-base/lib/com.sun.cmm.ms.xml

Messaging Serverを再起動します。
cd MsgServ-base/sbin
./stop-msg

./start-msg

共通エージェントコンテナを再起動します。
cacaoadm restart

Portal ServerでのMonitoring Frameworkの使用
監視可能なオブジェクトおよび属性の一覧については、68ページの「Portal Serverの
インストゥルメンテーション」を参照してください。

▼ Portal Serverで監視を有効にするには
Portal Serverを有効にするには、次のURLにログオンする必要があります。
http://FullHostname:8080/portal/dt

これによりポータル JSPがコンパイルされ、監視の準備ができたポータルインスタン
スが作成されます。

Portal ServerをホストしているApplication Serverが再起動されるたびに、この手順を
使用して監視を手動で再び有効にする必要があります。

Web ServerでのMonitoring Frameworkの使用
監視可能なオブジェクトおよび属性の一覧については、68ページの「Web Serverの
インストゥルメンテーション」を参照してください。

1

2

3

4

●

注意事項

Web ServerでのMonitoring Frameworkの使用

第 2章 • Monitoring Frameworkの有効化と設定 27



▼ Web Serverで監視を有効にするには
次のコマンドでWeb Serverを起動します。
cd /var/WebServer-base/https-FullHostname/bin
./startserv

管理サーバーを起動します。
cd /var/WebServer-base/admin-server/bin
./startserv

共通エージェントコンテナの設定
もう 1つの共有コンポーネントである共通エージェントコンテナは、Monitoring
Frameworkがノードエージェントを実行するために依存するコンポーネントです。
インストールの順序によっては、共通エージェントコンテナが停止され再起動が必
要になる場合があります。また、共通エージェントコンテナはインストゥルメン
テーション済みであり、同様に監視できます。監視対象オブジェクトについては、67
ページの「共通エージェントコンテナのインストゥルメンテーション」を参照し

てください。

共通エージェントコンテナおよびノードエージェントがすでに起動しているかどう
かを確認するには、次のコマンドを実行します。

cacaoadm status

次のようなメッセージが表示された場合、ノードエージェントは実行中です。

default instance is DISABLED at system startup.

Smf monitoring process:

26996

Uptime: 0 day(s), 0:57

次のようなメッセージが表示された場合、ノードエージェントは実行中ではありま
せん。

default instance is DISABLED at system startup.

default instance is not running.

▼ 共通エージェントコンテナの監視を有効にするに
は
共通エージェントコンテナは、監視を可能にするためのインストゥルメンテー
ションを備えた共有コンポーネントです。18ページの「ノードエージェント」で説

1

2

共通エージェントコンテナの設定

Sun Java Enterprise System 5監視ガイド (UNIX版) • 2007年 3月28



明するように、ホスト上またはゾーン内のすべての Java ESコンポーネントは共通
エージェントコンテナおよびノードエージェントを共有します。配備環境内の、共
通エージェントコンテナを監視するすべての論理ホスト上で rootユーザーとしてこ
のタスクを実行します。

共通エージェントコンテナが実行中の場合、次のコマンドで停止します。
cacaoadm stop

コンテナ自体のインストゥルメンテーションを有効にします。
cacaoadm set-param enable-instrumentation=true

設定したパラメータの値を確認し、共通エージェントコンテナを再起動します。
cacaoadm get-param enable-instrumentation

cacaoadm start

キーパスワードを作成します。
echo –n password > /etc/mfwk-base/config/security/password.cacao

キーを生成します。
mfwk-base/bin/cpgenkey -n cacao -p /etc/mfwk-base/config/security/password.cacao

共通エージェントコンテナ自体の監視モジュールを登録します。
cacaoadm register-module /usr/lib/cacao/ext/instrum/config/com.sun.cacao.instrum.xml

cacaoadm register-module /usr/lib/cacao/ext/instrum_jesmf/config/com.sun.cacao.instrum.jesmf.xml

cacaoadm register-module /usr/lib/cacao/ext/instrum_jesmf/config/com.sun.cacao.cmm.xml

Monitoring Frameworkのトラブルシューティング
『Sun Java Enterprise System 5リリースノート (UNIX版)』に記載されている既知の問
題も参照してください。

HP-UXプラットフォームでのMonitoring
Frameworkの使用
HP-UX上の Java仮想マシン (JVM)はデフォルトでは、Monitoring Frameworkで必要
なタスクの多い処理のために調整されておらず、このことが原因で OutOfMemory例外
が発生する可能性があります。JVMを設定するには、HPjconfigツールをダウンロー
ドして実行します。ダウンロードは http://h21007.ww2.hp.com/

dspp/tech/tech_TechDocumentDetailPage_IDX/1,1701,1620,00.htmlから可能です。
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Microsoft WindowsでのMonitoring Frameworkの使
用
Windowsプラットフォーム上での、Monitoring Frameworkによる Java ESコンポーネ
ントの監視は完全にサポートされていますが、いくつかの違いがあります。たとえ
ば、特定の既知の問題を回避するために Java 1.5以降にアップグレードする必要があ
ります。その他の既知の問題については、『Sun Java Enterprise System 5リリースノー
ト (Windows版)』を参照してください。

▼ ノードエージェントを再起動するには
ノードエージェントのホストである共通エージェントコンテナを再起動する必要が
ある場合、そのノードエージェント経由で監視されているコンポーネントは、次の
手順を実行するまでの間Monitoring Consoleから参照できなくなります。

ノードエージェントのホストである共通エージェントコンテナを再起動します。
cacaoadm restart

マスターエージェントのホストである共通エージェントコンテナを再起動します。
マスターエージェントは、Monitoring Consoleをインストールしたホスト上または
ゾーン内のMonitoring Framework内で動作します。
cacaoadm restart

マスターエージェントは自動的に、以前に監視していたすべてのノードエージェン
トに再接続します。

Monitoring ConsoleのホストであるWebサーバーを再起動します。
/usr/sbin/smcwebserver restart

mfwkadmコマンド
この節の内容は、マニュアルページのセクション 1Mにある、保守コマンド mfwkadm

のマニュアルページの内容を再構成したものです。このコマンドは、ノードエー
ジェントの内容を管理するために使用します。管理する内容には、監視対象と
なっているコンポーネントのすべてのモジュールや、監視ジョブと呼ばれるこの
ノード上で定義した監視ルールが含まれます。マニュアルページの一部の用語や説
明については、このガイドで使用されている用語や説明と一致するように変更が加
えられています。
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機能説明
mfwkadm --help

mfwkadm start

mfwkadm stop

mfwkadm restart

mfwkadm list-params

mfwkadm list-modules

mfwkadm info runningInstance

パフォーマンス監視
mfwkadm pm-job observable-classes

mfwkadm pm-job observable-objects [class=objectClass] [domain= objectDomain]

mfwkadm pm-job observable-attributes class=objectClass

mfwkadm pm-job list

mfwkadm pm-job info jobName

mfwkadm pm-job create jobName granularity=integerValue object=objectName
[object=objectName ...]

mfwkadm pm-job delete jobName

mfwkadm pm-job suspend jobName

mfwkadm pm-job resume jobName

運用ステータス監視
mfwkadm opstat-job observable-classes

mfwkadm opstat-job observable-objects [class=objectClass] [domain= objectDomain]

mfwkadm opstat-job observable-attributes class= objectClass

mfwkadm opstat-job list

mfwkadm opstat-job info jobName

mfwkadm opstat-job create jobName granularity= integerValue
object=objectName [object=objectName ...]

mfwkadm opstat-job delete jobName

mfwkadm opstat-job suspend jobName

mfwkadmコマンド
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mfwkadm opstat-job resume jobName

しきい値監視

mfwkadm thrsh-job observable-classes

mfwkadm thrsh-job observable-objects [class=objectClass] [domain= objectDomain]

mfwkadm thrsh-job observable-attributes class=objectClass

mfwkadm thrsh-job list

mfwkadm thrsh-job info jobName

mfwkadm thrsh-job create jobName
granularity=integerValue attributeName=attributeName attributeType=attributeType
thresholdValue=thresholdValue thresholdOffset=offsetValue
thresholdDirection=[ RISING | FALLING ] object=objectName

mfwkadm thrsh-job delete jobName

mfwkadm thrsh-job suspend jobName

mfwkadm thrsh-job resume jobName

説明
mfwkadmユーティリティーは、ノードエージェントとも呼ばれるMonitoring
Frameworkエージェントを管理するためのコマンド行インタフェースです。ノード
エージェントは共通エージェントコンテナの内部で実行されます。mfwkadmユー
ティリティーを使用して、ノードエージェントを停止および再起動したり、エー
ジェントが実行する監視ジョブを管理したりできます。このコマンドは、ノード
エージェントが動作しているホストと同じホストから実行することをお勧めしま
す。このコマンドの引数は、ここで示されている順序どおりに指定する必要があり
ます。

出力メッセージの言語を変更するには、使用する言語のロケールに対応した値を
LC_MESSAGE環境変数に設定します。mfwkadmコマンドは、lib/resourcesディレクト
リ内の JesmfMessages_locale.pmという名前のファイルに格納されているメッセージを
使用します。指定されたロケールに対応するメッセージファイルが存在しないか、
ロケールを指定しない場合、mfwkadmコマンドは JesmfMessages.pmファイル内のデ
フォルトのメッセージセットを使用します。
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mfwkadmユーティリティーのサブコマンドを次に示します。アスタリスク (*)の付い
たコマンドを使用するには、共通エージェントコンテナが実行中でノードエー
ジェントがロードされている必要があります。

■ start

■ stop

■ restart

■ list-params (*)
■ list-modules (*)
■ info (*)
■ pm-job (*)
■ opstat-job (*)
■ thrsh-job (*)

ノードエージェントが起動してから mfwkadmユーティリティーが使用可能になるまで
の間には、ロードする共通エージェントコンテナモジュールの数に応じて数秒から
数分の遅延が発生します。この期間中は、コマンドを実行しようとしても明示的な
メッセージを出して失敗します。

オプション
次のオプションがサポートされています。

--help 使用方法の要約を表示します。

サブコマンド
start

共通エージェントコンテナを停止せずに、Monitoring Frameworkノードエー
ジェントとその関連コンポーネント製品モジュールを起動します。

この動作では、まずノードエージェントが配備されてから、関連するコンポーネ
ント製品モジュールが共通エージェントコンテナに配備されます。この機能は、
cacaoadmユーティリティーの lockおよび undeployサブコマンドのラッパーです。

startサブコマンドでは、ノードエージェントと、Monitoring Frameworkに関連付
けられた Java ESコンポーネントモジュールのみが起動されます。コンポーネント
モジュールには com.sun.cmmというプレフィックスが付きます。

セキュリティー:startサブコマンドを実行できるのは、共通エージェントコンテ
ナを起動したユーザーに限られます。それ以外のユーザーが実行しようとした場
合、次のようなエラーメッセージが表示されます。
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Error occured in mfwkadm

Problem running /usr/sbin/cacaoadm unlock com.sun.mfwk 2>&1.

Stdout/Stderr: This command must be run by user: [root].

stop

Monitoring Frameworkノードエージェントと、それに関連付けられた共通エー
ジェントコンテナ内の Java ESコンポーネントモジュールを停止します。

この動作ではまず、共通エージェントコンテナに配備されているすべての Java ES
コンポーネントのモジュールが停止され、続いてノードエージェントが停止され
ます。この機能は、cacaoadmユーティリティーの lockおよび unlockサブコマン
ドのラッパーです。

stopサブコマンドは、Monitoring Frameworkと関連付けられている Java ESコン
ポーネントモジュールのみを停止し、続いてノードエージェント自体を停止しま
す。コンポーネントモジュールには com.sun.cmmというプレフィックスが付きま
す。

セキュリティー:stopサブコマンドを実行できるのは、共通エージェントコンテナ
を起動したユーザーに限られます。それ以外のユーザーが実行しようとした場
合、次のようなエラーメッセージが表示されます。

Error occured in mfwkadm

Problem running /usr/sbin/cacaoadm unlock com.sun.mfwk 2>&1.

Stdout/Stderr: This command must be run by user: [root].

restart

Monitoring Frameworkノードエージェントと、それに関連付けられた共通エー
ジェントコンテナ内の Java ESコンポーネントモジュールを再起動します。

この動作は、stopおよび startサブコマンドと同じように、ノードエージェント
と、それに関連付けられた共通エージェントコンテナ内のモジュールの停止およ
び起動を試みます。

セキュリティー:restartサブコマンドを実行できるのは、共通エージェントコン
テナを起動したユーザーに限られます。それ以外のユーザーが実行しようとした
場合、次のようなエラーメッセージが表示されます。

Error occured in mfwkadm

Problem running //usr/sbin/cacaoadm unlock com.sun.mfwk 2>&1.

Stdout/Stderr: This command must be run by user: [root].

list-params

Monitoring Frameworkノードエージェントに関係するすべての設定パラメータを
一覧表示します。

セキュリティー:このコマンドにはユーザー制限はありません。
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list-modules

Common Monitoring Model (CMM)を実装し、共通エージェントコンテナにロード
されるコンポーネント製品モジュールの一覧を表示します。このサブコマンド
は、インストールされた各 Java ESコンポーネントのすべての実行中インスタンス
も一覧表示します。各コンポーネントには、0個、1個、または 2個以上の実行中
インスタンスが存在する可能性があります。

セキュリティー:共通エージェントコンテナを起動したユーザー以外のユーザーが
実行した場合、インストールされた Java ESコンポーネントの一覧にはコンポーネ
ントインスタンスは含まれません。

info runningInstance
runningInstanceで指定された実行中インスタンスについての情報を表示します。
runningInstanceは、list-modulesサブコマンドの出力で表示された実行中インスタ
ンスと一致する必要があります。

表示される情報には次のものが含まれます。

■ 監視ジョブのタイプごとに、実行中のインスタンスと関連付けられたすべての
監視可能オブジェクトがクラス名でソートされて表示されます。監視可能なオ
ブジェクトとは、pm-jobサブコマンドでパフォーマンス監視ジョブを、
opstat-jobサブコマンドで運用ステータスジョブを、または thrsh-jobサブコ
マンドでしきい値監視ジョブを作成できるオブジェクトのことです。

■ 監視可能オブジェクトのクラスごとに、各クラスの名前やタイプなど、クラス
の監視可能属性のすべてが表示されます。

セキュリティー:共通エージェントコンテナを起動したユーザー以外によって実行
された場合、情報は表示されません。

パフォーマンス監視
pm-job observable-classes

パフォーマンス監視ジョブを作成できるオブジェクトについて、現在監視可能な
すべてのクラスの一覧を表示します。

pm-job observable-objects [class= objectC lass] [domain=objectDomain]
パフォーマンス監視ジョブを作成できる、現在監視可能なすべてのオブジェクト
の一覧を表示します。デフォルトでは、すべての監視可能クラスの、またすべて
のドメイン内のすべてのオブジェクトが一覧表示されます。オブジェクトの一覧
はクラス名でソートされます。

class=objectClass
オプションの objectClassを指定すると、その特定クラスの監視可能オブジェク
トのみに出力が限定されます。objectClassは、pm-job observable-classesサブ
コマンドによって一覧表示されるいずれかのクラスである必要があります。
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domain=objectDomain
オプションの objectDomainを指定すると、そのドメイン内の監視可能オブ
ジェクトのみに出力が限定されます。オブジェクトのドメインは、オブジェク
トの名前のうちコロン (:)記号よりも前の文字列の部分です。

pm-job observable-attributes class=objectClass
objectClassで指定されたオブジェクトクラスのすべての監視可能属性の一覧を表示
します。属性はその名前および型とともに表示されます。objectClassは、pm-job

observable-classesサブコマンドによって一覧表示されるパフォーマンス監視
ジョブをサポートするクラスのいずれかである必要があります。

pm-job list

現在定義されているすべてのパフォーマンス監視ジョブの一覧を表示します。定
義されているパフォーマンス監視ジョブが存在するオブジェクトごとにジョブが
一覧表示され、オブジェクトはそのクラス名によってソートされます。各ジョブ
について表示される情報は、pm-job infoサブコマンドによって表示されるものと
同じです。

セキュリティー:共通エージェントコンテナを起動したユーザー以外によって実行
された場合、ジョブは表示されません。

pm-job info jobName

jobNameで指定されたパフォーマンス監視ジョブについての詳細情報を表示しま
す。jobNameは、pm-job listサブコマンドによって表示されるジョブである必要
があります。このサブコマンドは次の情報を表示します。
■ パフォーマンス監視ジョブの名前。
■ パフォーマンス監視ジョブのタイプ。「by object」(オブジェクト別)また
は「by class」(クラス別)のいずれか。オブジェクト別ジョブは、1つ以上の名
前付きオブジェクトインスタンスを監視します。クラス別ジョブは、オブ
ジェクトクラスのすべてのインスタンスを監視します。mfwkadmユーティリ
ティーではクラス別ジョブを作成できないことに注意してください。

■ パフォーマンス監視ジョブの状態。「active on-duty」(アクティブで監視中)、
「active off-duty」(アクティブのみ)、または「suspended」(停止中)のいずれ
か。「アクティブで監視中」のジョブは、その時点でスケジュールに従って実
行中であり、かつデータを収集中です。「アクティブのみ」のジョブは実行中
ですが、その時点で作業スケジュール外であるためデータは収集していませ
ん。「停止中」のジョブは実行されておらず、データも収集していません。パ
フォーマンス監視ジョブの実行状態を変更するには、pm-job suspendおよび
pm-job resumeサブコマンドを使用します。

■ パフォーマンス監視ジョブの粒度 (秒数)。これは、このジョブによるデータ収
集の間隔です。

■ 監視ジョブのレポート期間。レポート期間と粒度の積により、通知頻度が算出
されます。たとえば、粒度が 10秒でレポート期間が 6の場合、イベント別の
ジョブレポートは 10秒おきにデータを収集し、6つのレポートを含む通知を 60
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秒 (10*6)おきに送信します。ジョブがファイル別のレポートも行っている場
合、このジョブは 6つの生成されたファイルの場所を含むイベントを 60秒おき
に送信します。

■ パフォーマンス監視ジョブがイベント別のレポートを行っているかどうか。こ
れは、パフォーマンス監視ジョブの結果が、登録済みクライアントに通知とし
て送信されることを意味します。

■ パフォーマンス監視ジョブがファイル別のレポートを行っているかどうか。こ
れは、パフォーマンス監視ジョブのレポートがローカルファイルに書き込ま
れ、ファイル名を含む通知が登録済みクライアントに送信されることを意味し
ます。

■ パフォーマンス監視ジョブのレポート形式。これは常に XMLです。

■ パフォーマンス監視ジョブのスケジュール。スケジュールは、ジョブが「アク
ティブで監視中」(データを収集する)または「アクティブのみ」(データは収
集しない)の状態になる日時を指定します。

オブジェクト別ジョブについては、次の情報が表示されます。

■ 名前でソートされた監視対象オブジェクトの一覧。

■ 監視可能属性のうち一部のみが指定されている場合、監視対象オブジェクトの
監視対象属性が名前および型別に一覧表示されます。

クラス別ジョブについては、次の情報が表示されます。

■ 名前でソートされた監視対象クラスの一覧。

■ 監視可能属性のうち一部のみが指定されている場合、監視対象クラスの監視対
象属性が名前および型別に一覧表示されます。これらの属性はすべてのクラス
に共通です。

セキュリティー:共通エージェントコンテナを起動したユーザー以外によって実行
された場合、情報は表示されません。

pm-job create jobName granularity= integerValue object=objectName [object= objectName ...]
1つ以上のオブジェクトを対象とした新しいパフォーマンス監視ジョブを作成し
ます。mfwkadmコマンドでは、クラス別ジョブは作成できません。パフォーマンス
監視ジョブを作成するとき、次のパラメータを設定できます。

jobName
パフォーマンス監視ジョブを一意に識別する文字列。jobNameには、ほかのパ
フォーマンス監視ジョブによってすでに使用されている文字列は指定できませ
ん。

granularity=integerValue
ジョブが「アクティブで監視中」のときに、2回の連続する測定データ収集の
開始間隔を秒数で指定します。粒度期間の指定例は、300秒 (5分)、900秒 (15
分)、1800秒 (30分おき)、3600秒 (1時間おき)などです。ほとんどの場合、300
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秒の粒度期間で十分です。一部の測定値については、より大きな粒度期間で
データを収集すると効果的な場合があります。

object=objectName [object= objectName ...]
パフォーマンス監視ジョブがデータを収集してレポートする、1つ以上の監視
対象オブジェクト。objectNameは、pm-job listまたは pm-job

observable-objectsサブコマンドによって表示されるオブジェクトである必要
があります。「object=objectName」パラメータを複数指定すると、複数のオブ
ジェクトを監視する 1つのパフォーマンス監視ジョブが作成されます。

セキュリティー:このサブコマンドを実行できるのは、共通エージェントコンテナ
を起動したユーザーに限られます。

pm-job delete jobName
jobNameで指定されたパフォーマンス監視ジョブを削除します。jobNameは、
pm-job listサブコマンドによって表示されるジョブである必要があります。

セキュリティー:このサブコマンドを実行できるのは、共通エージェントコンテナ
を起動したユーザーに限られます。

pm-job suspend jobName
jobNameで指定されたパフォーマンス監視ジョブを停止します。停止された
ジョブは、そのスケジュールに関係なく、実行されずデータも収集しません。た
だし、ジョブの定義は残り、pm-job resumeサブコマンドによってそのジョブを再
びアクティブにすることができます。jobNameは、pm-job listサブコマンドに
よって表示されるジョブである必要があります。

セキュリティー:このサブコマンドを実行できるのは、共通エージェントコンテナ
を起動したユーザーに限られます。

pm-job resume jobName
jobNameで指定されたパフォーマンス監視ジョブを再開します。再開された
ジョブは、そのスケジュールに従ったデータ収集およびレポート送信を開始しま
す。jobNameは、pm-job listサブコマンドによって表示されるジョブである必要
があります。これは、pm-job suspendサブコマンドとペアで機能するコマンドで
す。

セキュリティー:このサブコマンドを実行できるのは、共通エージェントコンテナ
を起動したユーザーに限られます。

運用ステータス監視
opstat-job observable-classes

運用ステータス監視ジョブを作成できるオブジェクトについて、現在監視可能な
すべてのクラスの一覧を表示します。
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opstat-job observable-objects [class= objectClass] [domain=objectDomain]
運用ステータス監視ジョブを作成できる、現在監視可能なすべてのオブジェクト
の一覧を表示します。デフォルトでは、すべての監視可能クラスの、またすべて
のドメイン内のすべてのオブジェクトが一覧表示されます。オブジェクトの一覧
はクラス名でソートされます。

class=objectClass
オプションの objectClassを指定すると、その特定クラスの監視可能オブジェク
トのみに出力が限定されます。objectClassは、opstat-job observable-classes

サブコマンドによって一覧表示されるいずれかのクラスである必要がありま
す。

domain=objectDomain
オプションの objectDomainを指定すると、そのドメイン内の監視可能オブ
ジェクトのみに出力が限定されます。オブジェクトのドメインは、オブジェク
トの名前のうちコロン (:)記号よりも前の文字列の部分です。

opstat-job observable-attributes class= objectClass
objectClassで指定されたオブジェクトクラスのすべての監視可能属性の一覧を表示
します。属性はその名前および型とともに表示されます。objectClassは、
opstat-job observable-classesサブコマンドによって一覧表示されるいずれかの
クラスである必要があります。

opstat-job list

現在定義されているすべての運用ステータス監視ジョブの一覧を表示します。定
義されている運用ステータス監視ジョブが存在するオブジェクトごとにジョブが
一覧表示され、オブジェクトはそのクラス名によってソートされます。各ジョブ
について表示される情報は、opstat-job infoサブコマンドによって表示されるも
のと同じです。

セキュリティー:共通エージェントコンテナを起動したユーザー以外によって実行
された場合、ジョブは表示されません。

opstat-job info jobName

jobNameで指定された運用ステータス監視ジョブについての詳細情報を表示しま
す。jobNameは、opstat-job listサブコマンドによって表示されるジョブである
必要があります。このサブコマンドは次の情報を表示します。
■ 運用ステータス監視ジョブの名前。
■ 運用ステータス監視ジョブのタイプ。「by object」(オブジェクト別)また
は「by class」(クラス別)のいずれか。オブジェクト別ジョブは、1つの名前付
きオブジェクトインスタンスを監視します。クラス別ジョブは、オブジェクト
クラスのすべてのインスタンスを監視します。mfwkadmユーティリティーでは
クラス別ジョブを作成できないことに注意してください。

■ 運用ステータス監視ジョブの状態。「active on-duty」(アクティブで監視中)、
「active off-duty」(アクティブのみ)、または「suspended」(停止中)のいずれ
か。「アクティブで監視中」のジョブは、その時点でスケジュールに従って実
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行中であり、かつデータを収集中です。「アクティブのみ」のジョブは実行中
ですが、その時点で作業スケジュール外であるためデータは収集していませ
ん。「停止中」のジョブは実行されておらず、データも収集していません。運
用ステータス監視ジョブの実行状態を変更するには、opstat-job suspendおよ
び opstat-job resumeサブコマンドを使用します。

■ 運用ステータス監視ジョブの粒度 (秒数)。これは、このジョブによるデータ収
集の間隔です。

■ 運用ステータス監視ジョブがイベント別のレポートを行っているかどうか。こ
れは、運用ステータス監視ジョブの結果が、登録済みクライアントに通知とし
て送信されることを意味します。

■ 運用ステータス監視ジョブがファイル別のレポートを行っているかどうか。こ
れは、運用ステータス監視ジョブのレポートがローカルファイルに書き込ま
れ、ファイル名を含む通知が登録済みクライアントに送信されることを意味し
ます。

■ 運用ステータス監視ジョブのレポート形式。これは常に XMLです。
■ 運用ステータス監視ジョブのスケジュール。スケジュールは、ジョブが「アク
ティブで監視中」(データを収集する)または「アクティブのみ」(データは収
集しない)の状態になる日時を指定します。

■ オブジェクト別ジョブの場合、名前でソートされた監視対象オブジェクトの一
覧。

■ クラス別ジョブの場合、名前でソートされた監視対象クラスの一覧。

セキュリティー:共通エージェントコンテナを起動したユーザー以外によって実行
された場合、情報は表示されません。

opstat-job create jobName granularity= integerValue object=objectName [object=
objectName ...]

1つ以上のオブジェクトを対象とした新しい運用ステータス監視ジョブを作成し
ます。mfwkadmコマンドでは、クラス別ジョブは作成できません。パフォーマンス
監視ジョブを作成するとき、次のパラメータを設定できます。

jobName
運用ステータス監視ジョブを一意に識別する文字列。jobNameには、ほかの運
用ステータス監視ジョブによってすでに使用されている文字列は指定できませ
ん。

granularity=integerValue
ジョブが「アクティブで監視中」のときに、2回の連続する測定データ収集の
開始間隔を秒数で指定します。

object=objectName [object= objectName ...]
運用ステータス監視ジョブがデータを収集してレポートする、1つ以上の監視
対象オブジェクト。objectNameは、opstat-job listまたは opstat-job

observable-objectsサブコマンドによって表示されるオブジェクトである必要
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があります。「object=objectName」パラメータを複数指定すると、複数のオブ
ジェクトを監視する 1つの運用ステータス監視ジョブが作成されます。

セキュリティー:このサブコマンドを実行できるのは、共通エージェントコンテナ
を起動したユーザーに限られます。

opstat-job delete jobName
jobNameで指定された運用ステータス監視ジョブを削除します。jobNameは、
opstat-job listサブコマンドによって表示されるジョブである必要があります。

セキュリティー:このサブコマンドを実行できるのは、共通エージェントコンテナ
を起動したユーザーに限られます。

opstat-job suspend jobName
jobNameで指定された運用ステータス監視ジョブを停止します。停止された
ジョブは、そのスケジュールに関係なく、実行されずデータも収集しません。た
だし、ジョブの定義は残り、opstat-job resumeサブコマンドによってそのジョブ
を再びアクティブにすることができます。jobNameは、opstat-job listサブコマ
ンドによって表示されるジョブである必要があります。

セキュリティー:このサブコマンドを実行できるのは、共通エージェントコンテナ
を起動したユーザーに限られます。

opstat-job resume jobName
jobNameで指定された運用ステータス監視ジョブを再開します。再開された
ジョブは、そのスケジュールに従ったデータ収集およびレポート送信を開始しま
す。jobNameは、opstat-job listサブコマンドによって表示されるジョブである
必要があります。これは、opstat-job suspendサブコマンドとペアで機能するコ
マンドです。

セキュリティー:このサブコマンドを実行できるのは、共通エージェントコンテナ
を起動したユーザーに限られます。

しきい値監視
thrsh-job observable-classes

しきい値監視ジョブを作成できるオブジェクトについて、現在監視可能なすべて
のクラスの一覧を表示します。

thrsh-job observable-objects [class= objectClass] [domain=objectDomain]
しきい値監視ジョブを作成できる、現在監視可能なすべてのオブジェクトの一覧
を表示します。デフォルトでは、すべての監視可能クラスの、またすべてのドメ
イン内のすべてのオブジェクトが一覧表示されます。オブジェクトの一覧はクラ
ス名でソートされます。

class=objectClass
オプションの objectClassを指定すると、その特定クラスの監視可能オブジェク
トのみに出力が限定されます。objectClassは、thrsh-job observable-classesサ
ブコマンドによって一覧表示されるいずれかのクラスである必要があります。
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domain=objectDomain
オプションの objectDomainを指定すると、そのドメイン内の監視可能オブ
ジェクトのみに出力が限定されます。オブジェクトのドメインは、オブジェク
トの名前のうちコロン (:)記号よりも前の文字列の部分です。

thrsh-job observable-attributes class=objectClass
objectClassで指定されたオブジェクトクラスのすべての監視可能属性の一覧を表示
します。属性はその名前および型とともに表示されます。objectClassは、
thrsh-job observable-classesサブコマンドによって一覧表示されるいずれかのク
ラスである必要があります。

thrsh-job list

現在定義されているすべてのしきい値監視ジョブの一覧を表示します。定義され
ているしきい値監視ジョブが存在するオブジェクトごとにジョブが一覧表示さ
れ、オブジェクトはそのクラス名によってソートされます。各ジョブについて表
示される情報は、thrsh-job infoサブコマンドによって表示されるものと同じで
す。

セキュリティー:共通エージェントコンテナを起動したユーザー以外によって実行
された場合、ジョブは表示されません。

thrsh-job info jobName

jobNameで指定されたしきい値監視ジョブについての詳細情報を表示します。
jobNameは、thrsh-job listサブコマンドによって表示されるジョブである必要が
あります。このサブコマンドは次の情報を表示します。
■ しきい値監視ジョブの名前。
■ しきい値監視ジョブの多重度。このリリースでは、1つのオブジェクトの 1つ
の属性を監視する単純なしきい値監視ジョブのみを使用できます。

■ しきい値監視ジョブの状態。「active on-duty」(アクティブで監視中)、「active
off-duty」(アクティブのみ)、または「suspended」(停止中)のいずれか。「アク
ティブで監視中」のジョブは、その時点でスケジュールに従って実行中であ
り、かつデータを収集中です。「アクティブのみ」のジョブは実行中ですが、
その時点で作業スケジュール外であるためデータは収集していません。「停止
中」のジョブは実行されておらず、データも収集していません。しきい値監視
ジョブの実行状態を変更するには、thrsh-job suspendおよび thrsh-job resume

サブコマンドを使用します。
■ しきい値監視ジョブの粒度 (秒数)。これは、このジョブによるデータ収集の間
隔です。

■ しきい値監視ジョブのスケジュール。スケジュールは、ジョブが「アクティブ
で監視中」(データを収集する)または「アクティブのみ」(データは収集しな
い)の状態になる日時を指定します。

■ しきい値監視ジョブのアラーム設定。これは、監視対象属性の監視対象値が、
定義されたしきい値を超えたときに生成されるアラームです。表示にはアラー
ムの種類および重大度が含まれます。
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■ しきい値監視ジョブの監視対象オブジェクト。
■ しきい値が適用される属性名。
■ アラームを生成するしきい値の値。
■ しきい値に達したときにアラームを生成する値の進行方向。RISING (上昇)また
は FALLING (下降)。

■ しきい値の許容範囲オフセット。方向が RISINGの場合、監視対象属性の値が
thresholdValue-offsetValueを下回るまでアラームは再生成されません。方向が
FALLINGの場合、監視対象属性の値が thresholdValue+offsetValueを上回るまでア
ラームは再生成されません。この動作は、オフセットがゼロの場合でも適用さ
れます。

セキュリティー:共通エージェントコンテナを起動したユーザー以外によって実行
された場合、情報は表示されません。

thrsh-job create jobName object= objectName granularity=integerValue attributeName=
attributeName attributeType=attributeType thresholdValue= thresholdValue
thresholdOffset=offsetValue thresholdDirection= [RISING|FALLING]

1つのオブジェクトの 1つの属性を監視する新しいしきい値監視ジョブを作成しま
す。しきい値ジョブを作成するとき、次のパラメータを設定できます。

jobName
しきい値監視ジョブを一意に識別する文字列。jobNameには、ほかのしきい値
監視ジョブによってすでに使用されている文字列は指定できません。

object=objectName
しきい値監視ジョブが、しきい値との比較目的で属性値を収集する対象の監視
可能オブジェクト。objectNameは、thrsh-job listまたは thrsh-job

observable-objectsサブコマンドによって表示されるオブジェクトである必要
があります。

granularity=integerValue
ジョブが「アクティブで監視中」のときに、2回の連続する属性値監視の開始
間隔を秒数で指定します。

attributeName=attributeName
しきい値監視ジョブがその値を収集し、しきい値と比較する対象の属性の名
前。attributeNameは、thrsh-job infoまたは thrsh-job observable-attributes

サブコマンドによって一覧表示される属性名である必要があります。

attributeType=attributeType
監視される監視可能属性の型。attributeTypeは、thrsh-job infoまたは
thrsh-job observable-attributesサブコマンドによって一覧表示される属性の
型である必要があります。

thresholdValue=thresholdValue
thresholdDirectionで指定された方向にしきい値を通過したときに、このしき
い値監視ジョブがアラームを生成する監視対象属性の値。
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thresholdOffset=offsetValue
offsetValueは、後続のアラームを生成する際のしきい値監視ジョブの許容範囲
を決定します。offsetValueはゼロまたは正の値である必要があります。アラー
ムイベントが生成されたあと、offsetValueおよび thresholdDirectionによって
定義された範囲を監視対象属性の値が超えるまで、新しいアラームイベントは
生成されません。

thresholdDirection=[RISING|FALLING]
方向が RISINGの場合、監視対象属性の値が thresholdValue-offsetValueを下回るま
でアラームイベントは再生成されません。方向が FALLINGの場合、監視対象属
性の値が thresholdValue+offsetValueを上回るまでアラームイベントは再生成され
ません。この動作は、offsetValueがゼロの場合にも適用されます。

セキュリティー:このサブコマンドを実行できるのは、共通エージェントコンテナ
を起動したユーザーに限られます。

thrsh-job delete jobName
jobNameで指定されたしきい値監視ジョブを削除します。jobNameは、thrsh-job

listサブコマンドによって表示されるジョブである必要があります。

セキュリティー:このサブコマンドを実行できるのは、共通エージェントコンテナ
を起動したユーザーに限られます。

thrsh-job suspend jobName
jobNameで指定されたしきい値監視ジョブを停止します。停止されたジョブは、
そのスケジュールに関係なく、実行されずデータも収集しません。ただし、
ジョブの定義は残り、thrsh-job resumeサブコマンドによってそのジョブを再び
アクティブにすることができます。jobNameは、thrsh-job listサブコマンドに
よって表示されるジョブである必要があります。

セキュリティー:このサブコマンドを実行できるのは、共通エージェントコンテナ
を起動したユーザーに限られます。

thrsh-job resume jobName
jobNameで指定されたしきい値監視ジョブを再開します。再開されたジョブは、
そのスケジュールに従ったデータ収集およびレポート送信を開始します。jobName
は、thrsh-job listサブコマンドによって表示されるジョブである必要がありま
す。これは、thrsh-job suspendサブコマンドとペアで機能するコマンドです。

セキュリティー:このサブコマンドを実行できるのは、共通エージェントコンテナ
を起動したユーザーに限られます。

例
次の架空のシナリオは、mfwkadmユーティリティーと、そのオプションおよびサブコ
マンドの使用方法の例を示します。
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list-modulesサブコマンドは、現在のホスト上の Java ESコンポーネントインスタン
スと、それらに対応する共通エージェントコンテナ内のモジュールを示します。次
の例は、2つのインストール済みコンポーネントを一覧表示します。Directory Server
には実行中のインスタンスがなく、Web Serverには 1つの実行中インスタンスがあり
ます。

$ mfwkadm list-modules

Installed products and their running instances:

==============================================

Instances for installed product: com.sun.cmm.ds:collectionID=/opt/SUNWdsee/ds6,

name=Sun Java(TM) System Directory Server,type=CMM_InstalledProduct

-------------------------------

No instance.

Instances for installed product: com.sun.cmm.ws:collectionID=/var/opt/SUNWwbsvr7,

name=WebServer,type=CMM_InstalledProduct

-------------------------------

/wsPrefix/com.sun.cmm.ws:name=https-hostname.example.com,type=CMM_ApplicationSystem

次の infoサブコマンドは、Web Serverインスタンス内の監視可能オブジェクトと、
それらのオブジェクトのクラスおよび属性をジョブのタイプ別に表示します。

$ mfwkadm info /wsPrefix/com.sun.cmm.ws:name=https-hostname.example.com,\\

type=CMM_ApplicationSystem

Information about running instance: /wsPrefix/com.sun.cmm.ws:

name=https-hostname.example.com,type=CMM_ApplicationSystem

==================================

Observable objects for performance jobs:

---------------------------------------

+ Objects of class: com.sun.cmm.settings.CMM_ApplicationSystemSetting

/wsPrefix/com.sun.cmm.ws:name=https-hostname.example.com-setting,

type=CMM_ApplicationSystemSetting

Observable attributes:

Caption [STRING]

ConfigurationDirectory [STRING]

CreationClassName [STRING]

Description [STRING]

DirectoryName [STRING]
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ElementName [STRING]

InstanceID [STRING]

Name [STRING]

URL [STRING]

+ Objects of class: com.sun.cmm.settings.CMM_KeepAliveSetting

/wsPrefix/com.sun.cmm.ws:name=process-1-keepalive-setting,

type=CMM_KeepAliveSetting

Observable attributes:

AllocationUnit [STRING]

Caption [STRING]

ConnectionsUpperBound [LONG]

CreationClassName [STRING]

Description [STRING]

ElementName [STRING]

InputUnit [STRING]

InstanceID [STRING]

LowerAllocationLimit [LONG]

LowerInputLimit [LONG]

LowerOutputLimit [LONG]

Name [STRING]

OtherAllocationUnit [STRING]

OtherInputUnit [STRING]

OtherLowerAllocationLimit [LONG]

OtherLowerInputLimit [LONG]

OtherLowerOutputLimit [LONG]

OtherOutputUnit [STRING]

OtherUpperAllocationLimit [LONG]

OtherUpperInputLimit [LONG]

OtherUpperOutputLimit [LONG]

OutputUnit [STRING]

QueuedUpperBound [LONG]

SecondsTimeout [LONG]

TimeoutUpperBound [LONG]

UpperAllocationLimit [LONG]

UpperInputLimit [LONG]

UpperOutputLimit [LONG]

...

次のコマンドは、定義済みのパフォーマンス監視ジョブの一覧を表示します。この
例では、1つのオブジェクトを監視する、myPerfJobという名前の 1つのパフォーマ
ンス監視ジョブが存在します。

$ mfwkadm pm-job list

BY_OBJECTS performance jobs:
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===========================

Performance job information for: myPerfJob

-------------------------------

Type: BY_OBJECTS

State: ACTIVE_ON_DUTY

Granularity period: 30

Reporting period: 1

By event: EVENT_SINGLE

By file: EVENT_SINGLE

Report format: XML

Schedule:

Global start time: Immediately

Global stop time: Forever

Weekly schedule: Everyday

Daily schedule: All day

Observed objects:

/wsPrefix/com.sun.cmm.ws:name=virtualServer-hostname.example.com-

webApp-/-stats,type=CMM_VirtualServerWebModuleStats

Observed attributes:

All available

BY_CLASSES performance jobs:

===========================

No jobs found.

次のコマンドは、opstat-job infoまたは opstat-job observable-objectsサブコマン
ドで取得された 2つの監視可能オブジェクトに関係する運用ステータス監視ジョブ
を作成します。

$ mfwkadm opstat-job create myOpStatJob granularity=60 \\

object=/wsPrefix/com.sun.cmm.ws:name=process-1,type=CMM_UnixProcess \\

object=/wsPrefix/com.sun.cmm.ws:name=process-1-DNSCache1,type=CMM_DnsCache

次のコマンドは、前の例で作成したジョブを停止します。

$ mfwkadm opstat-job suspend myOpStatJob

次のコマンドは、潜在的なしきい値監視ジョブの監視可能クラスを示します。

$ mfwkadm thrsh-job observable-classes

Threshold jobs observable classes:

=================================

com.sun.cmm.cim.CIM_ScopedSettingData
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com.sun.cmm.cim.CIM_SettingData

com.sun.cmm.cim.CIM_StatisticalData

com.sun.cmm.cim.statistics.CIM_EthernetPortStatistics

com.sun.cmm.cim.statistics.CIM_NetworkPortStatistics

com.sun.cmm.cim.statistics.j2ee.CIM_J2eeJVMStats

com.sun.cmm.cim.statistics.j2ee.CIM_J2eeStatistic

com.sun.cmm.settings.CMM_ApplicationSystemSetting

com.sun.cmm.settings.CMM_KeepAliveSetting

com.sun.cmm.settings.CMM_QueueTimeoutSetting

com.sun.cmm.settings.CMM_RFC2788ApplicationSystemSetting

com.sun.cmm.settings.CMM_ScopedSettingData

com.sun.cmm.settings.CMM_SoftwareResourceSetting

com.sun.cmm.settings.CMM_SWRBufferSetting

com.sun.cmm.settings.CMM_SWRLimitSetting

com.sun.cmm.settings.CMM_SWRQueueSetting

com.sun.cmm.settings.CMM_VirtualServerSetting

com.sun.cmm.statistics.CMM_ApplicationSystemStats

com.sun.cmm.statistics.CMM_ApplicationSystemWatchdogStats

com.sun.cmm.statistics.CMM_ConnectionQueueStats

com.sun.cmm.statistics.CMM_DnsCacheStats

com.sun.cmm.statistics.CMM_EthernetPortStats

com.sun.cmm.statistics.CMM_FileCacheStats

com.sun.cmm.statistics.CMM_HTTPResponsesStats

com.sun.cmm.statistics.CMM_JVMJSR174ExtStats

com.sun.cmm.statistics.CMM_JVMJSR174Stats

com.sun.cmm.statistics.CMM_JVMStats

com.sun.cmm.statistics.CMM_NetworkPortStats

com.sun.cmm.statistics.CMM_OperatingSystemStats

com.sun.cmm.statistics.CMM_ProcessorStats

com.sun.cmm.statistics.CMM_ProcessStats

com.sun.cmm.statistics.CMM_QueueTimeoutStats

com.sun.cmm.statistics.CMM_RFC2788ApplicationTableStats

com.sun.cmm.statistics.CMM_ServiceStats

com.sun.cmm.statistics.CMM_SoftwareResourceStats

com.sun.cmm.statistics.CMM_SolarisEthernetPortStats

com.sun.cmm.statistics.CMM_SolarisNetworkPortStats

com.sun.cmm.statistics.CMM_SolarisOperatingSystemStats

com.sun.cmm.statistics.CMM_SolarisProcessorStats

com.sun.cmm.statistics.CMM_SolarisProcessorSysinfoStats

com.sun.cmm.statistics.CMM_SolarisProcessorVmStats

com.sun.cmm.statistics.CMM_Statistic

com.sun.cmm.statistics.CMM_SWRBufferStats

com.sun.cmm.statistics.CMM_SWRCacheStats

com.sun.cmm.statistics.CMM_SWRLimitStats

com.sun.cmm.statistics.CMM_SWRQueueStats

com.sun.cmm.statistics.CMM_UnixOperatingSystemStats

com.sun.cmm.statistics.CMM_UnixProcessStats

com.sun.cmm.statistics.CMM_VirtualServerWebModuleStats

com.sun.cmm.statistics.CMM_WebModuleStats
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次のコマンドは、前の例で見つかったクラス
com.sun.cmm.statistics.CMM_SWRQueueStatsのオブジェクトを監視するしきい値監視
ジョブについて、監視可能属性を示します。

$ mfwkadm thrsh-job observable-attributes \\

class=com.sun.cmm.statistics.CMM_SWRQueueStats

Threshold jobs observable attributes:

====================================

Class: com.sun.cmm.statistics.CMM_SWRQueueStats

Attributes:

BufferSize [LONG]

EntriesCount [LONG]

EntriesHighWaterMark [LONG]

EntriesLowWaterMark [LONG]

EntriesTotal [LONG]

ErrorCount [INTEGER]

FailedOperations [LONG]

LowerLimit [LONG]

OperationsCount [LONG]

OtherLowerLimit [LONG]

OtherUpperLimit [LONG]

OverflowsCount [LONG]

QueuedCount [LONG]

QueuedHighWater [LONG]

SampleInterval [LONG]

TotalQueuedCount [LONG]

UpperLimit [LONG]

次のコマンドは、ジョブ作成のもう 1つの例です。ここではしきい値監視ジョブを
作成します。

$ mfwkadm thrsh-job create myThreshJob granularity=30 \\

object=/wsPrefix/com.sun.cmm.ws:name=process-1-threadPool-NativePool-stats,\\

type=CMM_SWRQueueStats attributeName=EntriesCount attributeType=LONG \\

thresholdValue=1000 thresholdOffset=10 thresholdDirection=RISING

次の例は、前の例で作成したしきい値監視ジョブに対する thrsh-job infoサブコマ
ンドの出力を示します。

$ mfwkadm thrsh-job info myThreshJob

Threshold job information for: myThreshJob

-----------------------------
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Type: SIMPLE

State: ACTIVE_ON_DUTY

Granularity period: 30

Schedule:

Global start time: Immediately

Global stop time: Forever

Weekly schedule: Everyday

Daily schedule: All day

Alarm configuration:

Type: QualityOfServiceAlarm

Severity: INDETERMINATE

Threshold definition(s):

Object: /wsPrefix/com.sun.cmm.ws:name=process-1-threadPool-

NativePool-stats,type=CMM_SWRQueueStats

Attribute: EntriesCount [LONG]

Value: 1000

Direction: RISING

Offset: 10

終了ステータス
次の終了値が返されます。

0 正常終了

1 エラーが発生した。

属性

属性タイプ 属性値

有効な Solarisのバージョン SUNWmfwk

インタフェースの安定性 Contract Private

関連項目
cacao.5、cacaoadm.1m
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Monitoring Consoleのインストールと使用

Monitoring Consoleは、インストゥルメンテーションによって収集されたすべての監
視データを表示するWebベースのアプリケーションです。Monitoring Consoleはマス
ターエージェントを利用して、個々のノードエージェントからすべての値およびア
ラーム通知を集約します。

インストールされたMonitoring Consoleには、任意のホスト上のブラウザウィンドウ
から安全にアクセスできます。ファイアウォールの設定で許可されている場合は、
インターネット経由でのアクセスも可能です。グラフィカルインタフェースを使用
して、監視対象の値をリアルタイムで参照したり、アラームを表示および確認した
り、カスタムアラームを生成するためのルールを作成したりできます。

注 –インストールまたは設定を実行する前に、『Sun Java Enterprise System 5リリース
ノート (UNIX版)』を参照することをお勧めします。

この章の内容は次のとおりです。

■ 51ページの「Monitoring Consoleのインストール」
■ 54ページの「インストール済みディレクトリのレイアウト」
■ 55ページの「Monitoring Consoleの起動」
■ 58ページの「Monitoring Consoleの使用」
■ 64ページの「Monitoring Consoleのトラブルシューティング」

Monitoring Consoleのインストール
このリリースでのマスターエージェントの制限により、ノードエージェントと同じ
ホスト上にマスターエージェントを作成することはできません。結果として、
Java ESのほかの監視対象コンポーネントと同じホスト上にはMonitoring Consoleをイ
ンストールできません。Solarisゾーンを設定した場合を除き、Monitoring Consoleは
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その専用ホストにインストールする必要があります。詳細は、この章の53ページ
の「SolarisゾーンにMonitoring Consoleをインストールするには」を参照してくださ
い。

Monitoring Consoleをインストールすると、依存する共有コンポーネントとして
Monitoring Frameworkもインストールされます。コンソールは、マスターエージェン
トをロードするためにフレームワークおよび共通エージェントコンテナを必要とし
ますが、ノードエージェントと異なり、マスターエージェントはユーザーによる設
定はできません。特に、Monitoring Consoleをインストールするホスト上またはゾー
ン内では mfwkadmコマンドを使用しないことをお勧めします。

▼ Java ESインストーラを使用してMonitoring
Consoleをインストールするには
Monitoring Consoleは、ほかの Java ESコンポーネントがインストールされていないホ
ストまたは Solarisゾーンにインストールする必要があります。結果として、
Monitoring Consoleはこの手順でインストールするただ 1つのコンポーネントです。

この手順では、インストーラのグラフィカルインタフェースを使用します。その他
のモードでのインストーラの実行については、『Sun Java Enterprise System 5インス
トールガイド (UNIX版)』の第 4章「テキストベースのインタフェースによるインス
トール」および『Sun Java Enterprise System 5インストールガイド (UNIX版)』の第 5
章「サイレントモードでのインストール」を参照してください。

Java ESリリース内の、使用しているプラットフォームに対応するディレクトリから
installerアプリケーションを起動します。詳細は、『Sun Java Enterprise System 5イ
ンストールガイド (UNIX版)』の「インストールを開始するには」を参照してくださ
い。

開始画面から次に進み、ライセンス条項を承諾したあとで、「アップグレードまた
はインストールの選択」で「新しいソフトウェアのインストール」を選択して「次
へ」をクリックします。

コンポーネント選択画面で、Sun Java System Monitoring Consoleのみをインストール対
象として選択します。「次へ」をクリックします。

共有コンポーネントに必要なアップグレードがあるかどうかがチェックされます。
チェックが終了したら「次へ」をクリックします。

システム要件がチェックされます。オペレーティングシステムにパッチが必要な場
合、インストールを取り消して、必要なパッチをシステムに追加してからこの手順
を再開します。パッチを追加する必要がない場合は、「次へ」をクリックします。
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設定タイプの選択画面で「今すぐ設定」をクリックし、次のカスタム設定画面
で「次へ」をクリックします。

Monitoring Consoleをインストールする準備ができたら、「次へ」をクリックしてイ
ンストールを開始します。Java ESの配備をまだ登録していない場合、インストール
中に製品登録ウィンドウが開くことがあります。

インストールが完了したら、インストールの概要とログを確認し、「インストール
が完了しました」をクリックしてインストーラを終了します。

54ページの「Monitoring Consoleを設定するには」に進みます。

▼ SolarisゾーンにMonitoring Consoleをインストー
ルするには
Solarisゾーンを使用すると、Java ESのほかのコンポーネントと同じ物理ホスト上に
Monitoring Consoleをインストールできます。これらのコンポーネントは大域ゾーン
内に配置され、Monitoring Console用の論理ホストにする疎ルートローカルゾーンを
作成します。次の順序で作業を行います。

Monitoring Consoleを除くすべての Java ESコンポーネントを大域ゾーンにインストー
ルし、設定します。大域ゾーン内の選択したコンポーネントのインストール後設定
をすべて完了し、すべてのサーバーインスタンスを実行中の状態にします。

大域ゾーンへのインストールの過程で、Monitoring Frameworkが共有コンポーネント
として大域ゾーンにインストールされます。第 2章の手順のうち、インストールし
たコンポーネントに該当するものをすべて実行します。

同じホスト上に、Monitoring Console用の論理ホストとして疎ルートローカルゾーン
を作成します。これは疎ルートゾーンであるため、mfwk-baseにインストールされた
Monitoring Frameworkは認識可能となるはずです (9ページの「デフォルトのパスと
ファイル名」を参照)。

52ページの「Java ESインストーラを使用してMonitoring Consoleをインストールする
には」の手順に従って、疎ルートローカルゾーンにMonitoring Consoleをインストー
ルします。

次のコマンドで、疎ルートゾーン内のMonitoring Frameworkを設定します。
cd mfwk-base/bin
./mfwksetup -i

このコマンドは大域ゾーン内のファイルを使用して、必要なMonitoring Framework
設定ファイルをローカルゾーンに作成します。
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54ページの「Monitoring Consoleを設定するには」に進みます。

▼ Monitoring Consoleを設定するには
ここでは、独立した物理ホスト上のMonitoring Consoleを設定する方法について説明
します。Solarisゾーンによって作成された論理ホスト上にMonitoring Consoleをイン
ストールした場合、コマンドは同じですが、そのゾーンのファイルシステムの内部
でコマンドを実行する必要があります。

次のコマンドで、Monitoring Frameworkを使用してマスターエージェントを初期化し
ます。
cd mfwk-base/bin
./masetup -i

次のコマンドで、共通エージェントコンテナ (cacao)を再起動します。
cacaoadm restart

▼ Monitoring Consoleを構成解除するには
ほかのコンポーネントをインストールするホストにMonitoring Consoleをインストー
ルして設定する場合、Monitoring Frameworkでの競合が原因でそれらのコンポーネン
トを監視できません。ノードエージェントを使用して新しいコンポーネントを監視
するには、Monitoring Consoleのマスターエージェントを構成解除する必要がありま
す。

rootユーザーとして次のコマンドを実行し、Monitoring Consoleを構成解除します。
cacaoadm stop

cacaoadm unregister-module com.sun.mfwk.masteragent.xml

cacaoadm register-module /etc/mfwk-base/xml/com.sun.mfwk.xml
cacaoadm restart

インストール済みディレクトリのレイアウト
各オペレーティングシステムでインストールされるパッケージの名前については、
『Sun Java Enterprise System 5インストールリファレンス (UNIX版)』の第 5章「イン
ストール可能なパッケージの一覧」を参照してください。次の表は、Monitoring
Consoleパッケージ内のディレクトリについての説明です。9ページの「デフォルト
のパスとファイル名」で説明するように、デフォルトのインストールディレクトリ
MConsole-baseには次の意味があります。

■ Solarisシステム: /opt/SUNWjesmc

次の手順
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■ Linuxシステム: /opt/sun/jesmc

表 3–1 Monitoring Consoleによって使用されるディレクトリおよびファイル

パス 内容の説明

MConsole-base/WEB-INF/classes Webアプリケーションサーブレットクラス

MConsole-base/WEB-INF/lib Webアプリケーションの依存 JARファイル

MConsole-base/WEB-INF/*.xml Webアプリケーション記述子

MConsole-base/css スタイルシートファイル

MConsole-base/html HTMLファイル

MConsole-base/images ユーザーインタフェースで使用されるGIF画像
ファイル

MConsole-base/js JavaSriptTMファイル

MConsole-base/*.jsp JSP (JavaServer PagesTM)ファイル

WebConsole-base/prereg/jesmc/*.reg Monitoring Console用のWebコンソールファイ
ル

Monitoring Consoleの起動
Monitoring ConsoleはWebアプリケーションであり、Monitoring Consoleをインス
トールしたホストに接続できる任意のブラウザから利用できます。Monitoring
Consoleへのアクセスは、同じホストに自動的にインストールされるWebコンソール
経由で行います。次の手順では、Monitoring Consoleにアクセスして監視対象コン
ポーネントを参照する方法について説明します。

▼ Monitoring Consoleを起動するには
まず、Webコンソール用のWebサーバーを再起動する必要があります。Monitoring
Consoleをインストールしたホスト上またはゾーン内で、次のコマンドを実行しま
す。
/usr/sbin/smcwebserver restart

Webコンソールの起動を待ちます。次のコマンドを使用して、Webコンソールの準
備ができたかどうかを確認します。
/usr/sbin/smcwebserver status
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次のメッセージが表示されるまで、このコマンドを何回か実行しなければならない
場合があります。

Sun Java(TM) Web Console is running.

Monitoring Consoleホストに接続できる任意のブラウザから、次のURLを指定して
Webコンソールを開きます。Solarisゾーン内にMonitoring Consoleをインストールし
た場合、MC-hostはそのホストに付与した論理ホスト名です。
https://MC-host.domain:6789

ブラウザの設定によっては、証明書が信頼できないというメッセージが表示される
場合があります。Webコンソールにアクセスするには、証明書を信頼する必要があ
ります。

ログイン画面で、rootユーザーとして、Monitoring Consoleホスト上の rootパスワー
ドを使用してWebコンソールにログインします。
ログインすると、Webコンソールが提供するすべてのサービスが一覧表示されま
す。

Monitoring Consoleのメインウィンドウを開くには、次の画面例に示すように、「そ
の他」というヘッダーの下の「Sun Java System Monitoring Console」をクリックしま
す。

▼ ノードエージェントに接続するには
Monitoring Consoleを最初に起動するとき、監視対象コンポーネントのホストの場所
を指定する必要があります。Java ES配備内の各ノードエージェントの場所を指定す
ると、各ノードエージェント内のすべてのコンポーネントが自動的にコンソールに
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表示されます。また、新しいホストに Java ESコンポーネントをインストールするこ
とによってあとから配備にコンポーネントを追加した場合、この手順を繰り返す必
要があります。

ノードエージェントを追加すると、Monitoring Consoleはそのエージェントが明示的
に削除されるまで、ユーザーがコンソールにアクセスするたびにそのエージェント
に再接続します。以前に追加したノードエージェントが応答していない場合は、
30ページの「ノードエージェントを再起動するには」の手順に従います。

Monitoring Consoleをインストールする論理ホストと、ノードエージェントおよび監
視対象の Java ESコンポーネントが含まれているホストの間で日付と時刻を同期しま
す。同期を自動または手動のどちらで行うかに関係なく、各ホスト上の時刻のずれ
は約 10分以内である必要があります。

必要であれば、Monitoring Consoleの左側に表示された階層のルートにある「配備」
リンクをクリックすることにより、配備レベルの表示に切り替えます。ここで、右
区画内の「ホスト」タブを選択して「追加」をクリックします。

表示された「ホストの追加」ダイアログで、次の画面例で示されているように必要
な情報を入力します。

■ 「ホスト名」:監視対象コンポーネントを設定したノードエージェントの完全指
定ホスト名を入力します。

1

2

3
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■ 「ポート」: 11164。ただし、ノードエージェントが存在するホスト上で、ほかの
ポートを使用するようにMonitoring Frameworkを設定した場合を除きます。

■ 「遠隔ホストの rootパスワード」:ノードエージェントが存在するシステムの root
ユーザーのパスワードを入力します。

「接続のテスト」をクリックします。

接続情報が正しく、ホストエージェントが設定済みで実行中であれば、接続に成功
したというメッセージがダイアログに表示されます。

「了解」をクリックして「ホストの追加」ダイアログを閉じます。新しい名前がホ
ストの一覧に表示されます。また、そのホストのノードエージェント内のすべての
監視対象コンポーネントが左側の列に表示されます。

Java ES配備内の、監視対象コンポーネントがインストールされているすべてのホス
トに対してこの手順を繰り返します。

これで、左側の列に一覧表示されたコンポーネントを参照して、各コンポーネント
の運用ステータス、コンポーネントが公開する監視対象属性、コンポーネントが生
成したアラームなどを確認できるようになります。

Monitoring Consoleの使用
この節では、Monitoring Consoleの操作方法について説明します。

▼ 監視を選択的に無効化および再有効化するには
Java ESの監視機構は、本番システムのパフォーマンスに影響を及ぼさないよう、軽
量に動作するように設計されています。ただし、状況によっては、監視値の収集を
停止し、インストゥルメンテーションがパフォーマンスにほとんど影響を及ぼさな
いようにすることが望ましい場合があります。次の手順で説明するように、
Monitoring Consoleには、ホスト単位でこの対処を行うための手段が用意されていま
す。

必要であれば、Monitoring Consoleの左画面の階層のルートにある「配備」リンクを
クリックすることにより、配備レベルの表示に切り替えます。次に、右区画で「ホ
スト」タブをクリックします。

4

5

6

次の手順

1
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「ホスト」タブのテーブルには、Monitoring Consoleによって監視される Java ESコン
ポーネントを含むすべてのホストが一覧表示されます。

テーブルの左側の列にあるチェックボックスを使用して、監視を停止するすべての
ホストを選択します。「ホスト」テーブルの上部にある「無効化」をクリックしま
す。

結果

ホストの監視を無効にすると、階層内でそのホストの下にあるすべての監視オブ
ジェクトが無効化されます。無効化された状態の監視対象オブジェクトは、更新は
されなくなりますが、無効化する直前の値がまだ含まれている場合があります。無
効化されたオブジェクトに依存する監視ルールは停止されます。無効化されたホス
トを有効にするには、「ホスト」テーブルの上部にある「有効化」ボタンを使用
し、同様の手順で設定します。

▼ 新しい監視ルールを作成するには
監視ジョブとも呼ばれる監視ルールは、監視対象の値の条件をセットにしたもので
あり、アラームを生成する目的でユーザーが定義します。Monitoring Consoleの監視
ルールウィザードを使用すると、監視する条件を簡単に定義できます。

必要であれば、Monitoring Consoleの左画面の階層のルートにある「配備」リンクを
クリックすることにより、配備レベルの表示に切り替えます。ここで、次の画面例
に示すように、右区画にある「監視ルール」タブを選択してから、監視ルールの
テーブル内で「新規」をクリックします。

2

参考
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新しい監視ルールに名前を付け、監視するサーバーのタイプを選択します。

監視するコンポーネント製品のインスタンスを選択します。同じ製品の 2つのイン
スタンスが別々のホストにインストールされている場合、このテーブル内の一部の
インスタンス間で名前が重複する場合があります。そのような場合、左区画の階層
内でそれらのインスタンスは同じ順序で表示される可能性がありますが、それらを
確実に区別する方法はありません。ルールを確実に定義するために、両方のインス
タンスに対して同じ監視ルールを作成しなければならない場合があります。

2

3
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監視する属性を含むオブジェクトを選択します。

ここで最終的に、監視する属性と、アラームを生成する値を指定できます。

4

5
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ルールの開始日と終了日を入力します。ルールがアクティブかそうでないかを決定
するスケジュールとは違い、開始日と終了日は、ルールが存在すると定義される期
間の始まりと終わりを決定します。開始時期が過去の場合、そのルールに関連付け
られた監視はただちに開始します。これは、すべてのデフォルト値に該当します。

コントロールを使用して、ルールがアクティブになり監視を実行する 1つの以上の
期間を必要に応じて作成します。曜日を選択して週次のスケジュールを作成するこ
ともできます。

6

7
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ルールウィザードのこの最終ステップでは、入力した内容を確認し、「完了」をク
リックして新しいルールを作成します。

ルールウィザードが完了すると、再び「監視ルール」タブが表示され、新しいルー
ルがルールのテーブルに表示されます。

8

Monitoring Consoleの使用

第 3章 • Monitoring Consoleのインストールと使用 63



Monitoring Consoleのトラブルシューティング
『Sun Java Enterprise System 5リリースノート (UNIX版)』に記載されている既知の問
題も参照してください。

マスターエージェントがノードエージェントと競合している場合、次の条件を確認
してください。

■ Solarisゾーンを使用する場合、疎ルートローカルゾーンにMonitoring Consoleをイ
ンストールしたことを確認します。

■ 監視対象コンポーネントの以前のインストールが、ホスト上またはゾーン内に
残っていないことを確認します。

■ いずれの場合にも、Monitoring Consoleおよび該当するコンポーネントをすべてア
ンインストールし、問題を修正してからMonitoring Consoleのインストールをや
り直す必要があります。

Monitoring Consoleをアンインストールして同じホストに再インストールすると、
Monitoring Consoleは初期化に失敗し、Webコンソールに表示されません。その場合
は、Monitoring Consoleホスト上で masetup –iコマンドを実行してマスターエー
ジェントを初期化します。次に、55ページの「Monitoring Consoleを起動するには」
の手順に従います。

監視ルールには、ルールがアクティブ状態のときにしかルールを無効にできないと
いう制限があります。スケジュールにより現在アクティブ状態でないルールを無効
にする場合、ルールをただちにアクティブにするようにそのスケジュールを変更す
るか、またはルールを完全に削除する必要があります。

Windowsプラットフォームの制限により、ホスト統計の handleCountおよび
threadCountの値は常に 0 (ゼロ)です。

Monitoring Consoleのトラブルシューティング
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CMMオブジェクトリファレンス

Common Monitoring Model (CMM)は、Javaプログラミング言語で実装される
Common Information Model (CIM)の拡張機能です。CMMは com.sun.cmm.cim.*
パッケージの Javaインタフェースに組み込まれています。CMMは、CIMインタ
フェースを拡張する com.sun.cmm.*パッケージのインタフェースに組み込まれていま
す。監視対象オブジェクトはノードエージェント内で、CMMインタフェースを実装
するクラス別に表現されます。次の表は、監視可能な属性をオブジェクトのクラス
別に示したものです。

CMMオブジェクトの概要
CMMは、そのタイプの監視対象オブジェクトが公開できる属性を定義する、コアイ
ンタフェースの限られた集合に基づいています。次の一覧は、CMMによって定義さ
れる各タイプの監視対象オブジェクトを表すクラスと、各クラスの主な属性の一部
を示します。

CMM_InstalledProduct Java ESコンポーネント製品全体。たとえば、
Java ES Directory Serverなどです。

CMM_ApplicationSystem Java ESコンポーネント製品の、インストールおよ
び設定されたインスタンス。このインスタンス
は、実行中であっても実行中でなくてもかまいま
せん。このオブジェクトの一般的な属性には、管
理者の連絡先情報、システムの運用ステータス、
アプリケーションの起動および停止時刻などがあ
ります。

CMM_Service コンポーネント製品の特定の機能。たとえば、
Java ES Directory Server認証サービスなど。一般的
な属性には、サービスの運用ステータスなどがあ
ります。
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CMM_SoftwareResource キャッシュやスレッドプールなどの、環境内のソ
フトウェアエンティティーの表現。一般的な属性
には、キャッシュサイズなどがあります。

CMM_LogicalComponent サービスによって操作され、エンドユーザーが参
照できるが、実際の物理リソースやソフトウェア
機能は表現しないエンティティー。たとえば、ソ
フトウェアインスタンス自体ではなく、インスタ
ンスの設定パラメータの集合などがこれに該当し
ます。

CMM_ServiceAccessURI サービスを公開して使用できるようにするポイン
ト。一般的な属性には、ポート番号やURI
(Uniform Resource Identifier)などがあります。

CMM_RemoteServiceAccessPoint リモート接続のためのアクセスおよびアドレス情
報。一般的な属性には、URIや、接続の運用ス
テータス (オープンまたはクローズ)などがありま
す。

CMM_Process 実行中プログラムの単一のインスタンス。一般的
な属性には、メモリーまたはCPUの使用状況など
があります。

CMM_UnitaryComputerSystem デスクトップマシンやサーバーなどの、Java ES配
備によって使用される単一のホスト。一般的な属
性には、使用可能なプロセッサ数や物理メモリー
の容量などがあります。

CMM_OperatingSystem ホストマシンのハードウェアを使用できるように
するソフトウェアまたはファームウェア。一般的
な属性には、システム上で利用可能な仮想メモ
リーの容量などがあります。

CMM_JVM Java ESサーバーが使用する Java仮想メモリー。一
般的な属性には、Java仮想マシンのバージョン番
号などがあります。

CMM_DatabaseService ユーザーアクセスの提供など、データベースに代
わって実行されるタスク。一般的な属性には、
データベース接続の最大許容数などがあります。

CMM_CommonDatabase 特定のタイプのデータベースで共通のプロパ
ティー。一般的な属性には、最新のバックアップ
の日付などがあります。

CMMオブジェクトの概要
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各コンポーネントが公開する監視対象オ
ブジェクト

この節では、監視機能をサポートする各製品コンポーネントの、インストゥルメン
ト済みCMMオブジェクトの一覧を示します。オブジェクトの属性の一部のみがイ
ンストゥルメントされる場合、それらの属性の一覧も示します。

共通エージェントコンテナのインストゥルメンテー
ション

まだドキュメント化されていません。

Access Managerのインストゥルメンテーション
まだドキュメント化されていません。

Application Serverのインストゥルメンテーション
まだドキュメント化されていません。

Calendar Serverのインストゥルメンテーション
まだドキュメント化されていません。

B付 録 B

67



Directory Serverのインストゥルメンテーション
まだドキュメント化されていません。

Instant Messagingのインストゥルメンテーション
まだドキュメント化されていません。

Messaging Serverのインストゥルメンテーション
まだドキュメント化されていません。

Portal Serverのインストゥルメンテーション
まだドキュメント化されていません。

Web Serverのインストゥルメンテーション
まだドキュメント化されていません。

Directory Serverのインストゥルメンテーション
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